
馬

組

大

師

の

輝

(
こ

馬

祀

大

師

の

繹

伊

藤

古

鑑

一
、
馬

祀

大
師

の
地

位

六
旭

悪
能

大
師

の
門

下

に
は
龍

象
甚

だ

多

く
し

て
、
灘

宗

の
法
憧

を

大

に
樹

立

せ
し

め

た

こ
と

は
今

更

云

ふ
ま

で

も

な

い
。

そ

の
嗣

法

三
十

三
人

、

傍

出

十
人

と

云

ふ
も

の

～
中

に
於

て
、
特

に
南

嶽

の
懐
譲

、
青

原

の
行

思

、
荷

澤

の
憩

會

、

永
嘉

の
玄

畳

、
南

陽

の
慧

忠

、

司
塞

の
本
浮

の
如

き

は
各

々
共

の

一
家

を

な

し

た

人

で
あ

つ
た
が

、
後

世

に
影
響

を

残

し
、
今

も
爾

ほ
其

の
見

孫

の
隆

盛

な

る
こ
と

は
南

嶽

と
青

原
と

の

二
家

で
あ

る
と

云
は

ね

ば

な

ら

ぬ
。

而

し

て
此

の

二
家

を

し

て
後

世

に
影

響

の
大

な

ら

し
め

た
も

の
は

一
に
其

の
高

弟

に
馬
組

と

石

頭

と

の

二
人
を

出

し

た

こ
と

に
依

る

の

で
、

馬
組

は
南

嶽

に
嗣

い

で
臨
濟

灘

の
基
礎

を

据

へ
、

石

頭

は
青

原

に
嗣

い
で
曹

洞
灘

の
宗

乗

を

唱

へ
出

し

た
と

云

ふ
こ
と

に
依

る
の

で
あ

る
。

今

こ

の

二
家

が
其

の
當

時

の
職

海

を

二
分

し
、
江

西

の
馬
租

か

湖
南

の
石

頭

か

に
天

下

の
雲

柄

は
集

ま

る
も

の
と

さ

れ

て
居

た

の

で
、

こ

～
に
江

湖

の
雲

柄

は
直

ち

に

天

下

の
雲
柄

と
な

り
、

一
般

的

の
通

穆

と
な

つ
た
も

の

で
あ

ら

う

と

信
す

る
。

『
景

徳

傳

燈
録
』

第

六

の
馬
祀

章

に
も
、

譲

之

一
猶
昌思

之

遷

一也
、
同
レ源
而

異
レ派
、

故
灘

法

之
盛

始
=子

二
師

一、
劉

朝

云
、

江
西

圭
昌大

寂

一、
湖

南

圭
昌石

頭

噌、
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往

來

憧

憧

不
レ見

昌
二
大

士

一爲

昌無

知

"臭

。

と

云

ふ

て
居

る
が

、

ま

た

『
宋

高

僧

傳

』

第

九

の
石

頭

章

に
も

同

じ

意

味

の

記

事

が

あ

る
。

即

ち

大

寂

と

ぱ

馬

祀

大

師

の

こ

と

で
あ

つ

て
、

そ

の
當

時

の
暉

海

は

此

の

二
甘

露

門

に
依

つ
て

支

配

さ

れ

て
居

た

か

の
観

が

あ

る
。

而

し

て

石

頭

は

馬

租

よ

り

も

九
歳

の
年

長

者

で

あ

つ
て

、

而

か

も

寂

年

は

二
年

後

で
あ

つ
た

か
ら

、

長

く

在

世

し

て
居

た

も

の
と

見

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
が

、

し

か

し

其

の
聲

番

は
遠

く

馬

租

に
及

ば

な

か

つ
た

も

の

で

は

な

か

ら

う

か
。

素

よ

う

石

頭

と

馬

租

と

の
宗

風

の
相

違

か

ら

來

た

も

の

か

も

知

れ

ぬ
が

、

兎

に
角

、

石

頭

の
門

下

二
十

一
人

に
劃

し

て
、
.馬

租

下

の

入

室

は
實

に

一
百

三

十

九

人

の

多

き

に
達

し

て
居

る
。

故

に
六

租

も

嘗

て
南

嶽

に
向

ひ

、

西

天
般

若

多

羅

の

識

言

を

援

用

し

て
、

向

後

、

佛

法

從

昌汝

邊

補起

、

已

後

出

呂
一
馬

駒

一、

踏

昌殺

天

下
人

一。

(
『
五

燈

會

元
』
第

三

)

と
預

言

し

て
居

た

と

云

ふ

こ

と

で
あ

る

が

、

果

し

て
馬

租

大

師

に

至

つ

て
眞

に

天

下

の

人

を

踏

殺

し

た

と

謂

つ

べ
き

で
あ

る
。

帥

ち

馬

祀

大

師

は

六
租

巳

後

に
於

け

る
輝

海

の

第

一
人

者

で
あ

つ
て
、

灘

宗

と

云

ふ
宗

旨

を

高

く

天

下

に

宣

揚

し

、

眞

個

の
柄

子

セ

打

出

す

る
と

云

ふ

こ

と

に
力

め

た

人

で
、

少

な

く

も

今

日

の
暉

宗

か

ら

は

、

馬

租

大

師

を

以

て

一
大

恩

人

と

し

て
重

崇

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

思

ふ
。

素

よ

り

達

磨

大

師

の

功

績

も

、

六

祀

大

師

の
偉

大

も

認

め

な

い
と

云

ふ

の

で
は

な

い
。

流

ゴ
今

日

の
藤

宗

よ

り

逆

に
、

深

く
其

の
偶

磯

勲

を

考

へ
て
見

た

時

に

は

、

或

は

更

に
偉

大

な

る

思

想

な

り

功

績

な

り

を

此

の
暉

海

に

残

さ

れ

た

の

は

此

の
馬

租

大

師

で

は

な

か

ら
う

か
。

或

る
意

味

に

馬

謝胆

大

師

の

即脚

(
二
)
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…崎

祀

大

師

の

縄

(
三

)

於

て
は
、

馬
租

大
師

の
職

が
今

日

の
灘

宗

、

特

に
臨
濟

の
宗

風

を

到

然

と
薔

き
出

さ

し

め

た
観

が
あ

る

の

で
、

こ

の

馬
租

大
師

を

忘

れ

て
、
今

日

の
繹

を

語

り
、
今

日

の
臨
濟

宗

と

云

ふ
宗

旨

を
論

す

る

こ
と

は

出

來
な

い
も

の
と

信

す

る
。

故

に
此

慮

に
不
充
分
な

る
研

究

で
は
あ

る
が

、

馬
租

大
師

の
功
績

を

仰
ぎ

、

そ

の
灘

に
關

す

る

ご

三

の
問

題

を

學

的

に
槍

討

し

て
見

に

い
と

思

つ
た
繹

で
あ

る
。

二
、
馬

祀

大
師

の
略

傳

馬
租

大

師

の
傳

記

及

び
其

の
語

録

は

『
宋
高

僧
傳
』

第

十
、
『
景

徳
傳

燈
録
』

第

六
、
『
佛

租

歴

代
通

載
』

第

十

四

『
五
燈

會

元
』
第

三
、
『
傳

法

正
宗

記
』

第

七
、
『
繹

氏
稽

古
略

』

第

三
、
『
灘

宗

正
豚
』
第

三
を

始

め

、
『
古
奪

宿

語

録
』

『
馬
祀

暉
師

語

録
」
等

に
記

載

せ
ら

れ

て
居

る
。
即

ち

馬
祀

大
師

の
生

地

は
漢

州

什

那

と

云

ふ

て
四
川

省

成
都

府
所

轄

の

一
地

方

で
、

姓
を

馬

氏

と

云
ひ

、

馬

氏

の
祀

師

と

云

ふ
意

味

か
ら

、
後

世

に
な

つ
て
馬
租

と
構

す

る
や
う

に
な

つ

た

も

の

で
あ

ら
う

。

そ

の
容
貌

に
就

て
は
左

の
如

く
傳

へ
て
居

る
。

生

而

凝

重

、

虎

視
牛

行

、

舌

過

鼻

準

一、

足

文

輔天

字

一、

根

塵

錐

レ同

於

法

膿

一、

相

表

特

異

昌於

幻

形

一
(
『
宋

高

僧

傳

』

第

+

)

と

あ

る
か
ら

、

凡
庸

で
は
な

か

つ
た

と

云

ふ
こ
と
が

知

れ

る
。
生

れ
ら

れ

た

年
代

は
明

か

で
な

い
が
、

遷

化

の
年
が

唐

の
徳

宗
貞

元

四
年
、

壽

八

十
歳

と

云

ふ

の

で
あ

る
か

ら
、
逆

算

し

て
唐

の
中

宗

景
龍

三
年
(
西

暦

七

〇

九

)
に
當

る

と

云

ふ
こ
と

が

出

來

る

.
帥

ち

日
本

の
元
明

天
皇

和
銅

二
年

に
生

れ
ら

れ

た

こ
と

に
な

る
と
思

ふ
。
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い
ま

『
景

徳
傳

燈
録
』

等

に
依

つ
て
略

傳

を

綴

つ
て
見

る
な

ら
ば

、
幼

に
し

て
資

州

の
唐

和
爾

に
就

て
落

髪

し
、

楡

州

の
圓
律

師

に
依

つ
て
受

具

し

、

唐

の
開

元
年

中

に
衡

山
傳

法
院

に
於

て
南

嶽

大
師

に
墾

じ

、

密

に
心
印

を

受

け

た

と

云

ふ

て
居

る
か

ら
、

師

の

三
十

三
歳

巳
前

の
開

悟

で
あ

つ
た
と

云

は

ね
ば

な

ら

ぬ
。

唐

の
開

元
年

中

(
西
暦

七

=

ニ
ー

七

四

一
)
は

馬
祀

の
五
歳

よ
り

三
十

三
歳

ま

で

に
相

當

す

る

の
で
あ

る
か
ら
、

開

元
年

中

の
開

悟

と

云

へ
ば

、

先

づ

三
十
歳

前

後

と
見

て
良

か
ら

う
。

ま

た
『
宋

高
僑
傳

』
に
は
、
「
亨

年

八

十

、
僧

臓

五

十
」
と
書

い
て
あ

る
が

、

若

し
開

悟

か
ら

法
臓

を
歎

へ
た
と

し

た
な

ら

ば

、

馬
租

の

三
十

一
歳

の
時

に
開

悟

し

た
も

の

で
、

開

元

二
十

七

年

に
當

る

と
も

見

え

る
。

南

嶽

に
参

じ

た
馬

租

大
師

の
修

行

は
圭

と

し

て
坐
縄

観

法

で
あ

つ
た
も

の

、
や

う

で
あ

る
。

故

に
坐
職

に
封

す

る

南

嶽

の
見

解

は

『
景

徳

傳

燈
録
」

第

五

の
南

嶽

章

に
左

の
如

く
読

か
れ

て
居

る
。

開

元
中

有

昌沙
門

道

一
畑
鵬
伽
、
住
昌傳

法
院

一常

日
坐
暉

、

師

知
昌是

法
器

一、

往

問

日
、
大
徳

坐
暉

欄

=什
塑

鱒、

一
日
、

圖

作

佛

一、

師

乃

取

'』

博

一、

於

昌彼

庵

前

石

上

磨

、

一
日

、

磨

レ填

作

昌什

旗

嘩、

師

日

、

磨

作

レ鏡

、

一
日

、

磨

レ増

堂

得

レ成

レ鏡

耶

、

師

日

、

磨

レ堪

既

不

レ成

レ鏡

、

坐

灘

量

得

昌成

佛

一耶

、

一
日

、

如

何

帥

是

、

師

日

、

如

昌牛

駕

ツ車

車

不

ゾ

行

、

打

レ車

帥

是

、

打

レ牛

・即

是

、

一
無

レ封

、

師

又

日

、

汝

爲

レ學

坐

灘

"、

爲

レ學

坐

佛

一、

若

學

昌坐

暉

一、

灘

非

昌坐

臥

"、

若

學

昌
坐

佛

一、

佛

非

昌定

相

一、

於

蕪

住

法

"、

不

レ晦

取

捨

一、

汝

若

坐

佛

、

帥

是

殺

佛

、

若

執

噌坐

相

一、

非

レ達

査

ハ

理

、

一
聞

鴫】示

謳

一如

レ飲

巳醍

醐

一

馬

組

大

師

の

輝

(
四

)

η



馬

祓

大

師

の

禰

(
五
)

こ
れ

は
有
名

な

る
南

嶽

の
示
講

で
あ

つ
て
、

馬
租

大
師

の
思

想

の
根
幹

と
な

つ
た

の
も

恐
ら

く

是

の
莫

圖

作

佛

の

示

謳

で
、
帥

心
帥

佛

を
提

唱

し

、

李
常

心
是

道

を
高

調

し

た
馬
租

大
師

は
、

こ

の
示
謳

に
基
因

す

る
も

の
と

云

ふ

こ

と

が

出

來

る
。

ま

た

馬

租

大

師

は

南

嶽

に
問

ふ

て

、

「
如

侮

用

レ心

、

帥

合

畠無

相

三

昧

一」
と

云

ひ

、

南

嶽

は

「
汝

學

芯

地

法

門

一、

如

レ下

噂種

子

一、

我

読

昌法

要

一、

磐

呂彼

天

澤

一、

汝

縁

合

故

、

當

レ見

亜
ハ
道

」

と

答

へ
て
師

資

の
機

縁

を

示

さ

れ

て

居

る

や

う

に

思

ふ
。

而

し

て

『
景

徳

傳

燈

録

』

に

は

「

一
蒙

開

悟

一、

心

意

超

然

、

侍

奉

十

秋

日

盆

玄

奥

」
と

書

か

れ

て
居

る
か
ら

、

馬
租

の
辛
酸

苦

修

、

心

地
を
磨

き

、

法

眼

を

得

、
無

相

三
昧

に
徹

し

て
、

終

に
南

嶽

の
心
印

を

得

る
ま

で

に
は

、

長

年

月

を
要

し

た
も

の
と

云
は
な

げ

れ

ば

な
ら

ぬ
。

決

し

て

一
朝

一
夕

に
馬
祀

の
大

機

大

用

が
得

ら

れ

た
も

の

で
は
な

い
。

血
滴

々

の
修

道

を
積

ん

で
始

め

て
、

古

今

猫
歩

の
輝

匠
と
な

ら

れ

た

課

で
、

南

嶽

大
師

も

、

猫

り

馬

租

の

み

に

封

し

て

「
得

昌吾

心

一善

昌古

今

し
と

云

ひ

、

ま

た

「
一
切

法

皆

從

レ
心

生

、

心

無

所

生

一、

法

無

印能

住

鰯、

若

達

出心

地

"、

所

作

無

磯

云
一こ

と

云

ひ

、

共

に
馬

祀

大

師

を

賞

揚

し

て
居

ら

る

y

こ

と

が

充

分

に
窺

ひ

知

る

こ

と
が

出

來

る

で
あ

ら

う
。

馬
租

大

師

は
南

嶽

の
下
を
僻

し

て
、

建

陽

の
佛
　

嶺

か
ら

臨

川

に
移

り

、

叉
江

西

の
南

康

聾

公

二
山

に
化

を

布

き

四

方

の
學

者

が
雲

の
如

く
集

ま

つ
た

と

云

ふ

の

で
あ

る
。

唐

の
大

暦

年

中
(
西

暦

七

六

六
ー

六
七

九

)
に
は

聖

恩

に
洛

し

、
鐘

陵

の
開

元
精

含

と
名

づ

け

ら

れ
、

時

の
連

帥
路

嗣

恭

そ

の
徳

を
慕

ひ
、
親

し

く
共

の
宗

旨

を

受

け

た

と

云

は

れ

て
居

る
。

唐

の
貞

元

四

年
(
西

暦

七

八

八

)
正
月

に
は
、

建
昌

の
石

門

山

に
登

り

、

そ

の
勝

地
を

以

て
絡
焉

の
と

こ
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う

と

定

め

、

侍

者

に

向

つ

て

曰

く

、

「
吾

之

朽

質

、

當

下焚

來

月

一、

蹄

中叢

地

上臭

」

と

云

ひ

、

回

つ

て

直

ち

に
疾

を

示

し

、

ご
月

四

日
(
『
五
燈
會

元
』
第

三

に
は

二
月

一
日
沐

浴

脚
跣

入
滅

と
あ

り

)
に
入
寂

せ
ら

れ

た
と

云
ひ

、

日
本

の
桓

武

天
皇

延
暦

七

年

に
相

當

し

て
居

る
。
亨

年
八

十

と

云

ふ
こ
と

に

『
景

徳
傳

燈
録

』

に
載

せ
て
な

い
。

追

設
を

大
寂

麗

師

と

云

ふ
て
居

る
。
帥

ち

『
景

徳
傳

燈
録
』

第

六

に
は
、

二
月

四

日
、
果

有
風微

疾

一、
沐

洛
詑

脚
跣

入
滅

、

元

和
中

、
追

誰

大
寂

暉

師

、

塔

日
大
荘

嚴

、
今

海

昏

縣
影

存
焉

。

と
書

い
て
あ

る
。

ま

た

『
佛

旭

歴
代

通
載

」

第

十

四

に
、

得

法
弟

子

、

凡
百

三
十
有

九
人

、

各
爲

二

方
宗

圭

一、
韓

化

無
窮

、
麗

宗

至
レ此

大

盛

干

世

。

と

云

は

れ

て
居

る
が

、

實

に

こ

の
通

り

で
あ

ら

う
と

思

ふ
。

已

上

に
於

て
馬
租

大
師

の
略

傳

を

述

べ
絡

つ
た

の
で
あ

る
が
、

こ
れ

に
依

つ
て
大

髄

の
想
像

を

付

け

て
見

る
な

ら

ば

、

先

づ
馬
租

は
非

凡

の
相

好

を

具

し

て
、

見

る
か
ら

に
威
嚴

犯

す

べ
か

ら

ざ

る
風

格
を

持

つ
て
居

た
人

で
あ

つ
た

ら

う
。

そ

し

て
南

嶽

に
参

す

る
ま

で
は
戒

律

を

綿
密
に

守

つ
て
居

た

人

で
あ

つ
た
ら

う

。

そ

の
目

的

は
坐
暉

を
修

し

て
作

佛

を

求

め

て
居

た
も

の

に
相

違
な

い
が

、

一
た
び
南

嶽

の
示
議

に
依

つ
て
即

心
帥

佛

の
妙

諦

を

悟

り
、

李
常

心

池

道

の
眞

境

を
髄

得

し

て
か
ら

、

圓
轄

無

磯
、

鷹

用

自
在

の
輝

機

を

我

が

も

の

に
し

ら

れ

た
と
信

す

る
。

而

し

て
南

嶽

の
會

下

に
な

ら

れ

た

の
は

恐
ら

く

二
十
歳

巳

後

の
肚

年

時
代

で
あ

つ
た
ら

う
。

辛

酸
苦

修

十
秋

日
と

あ

る
か
ら

三

十
歳

巳
後

ま

で
修

行

を
績

け

ら
れ

た

こ
と

は
前

に
述

べ
た
通

り

で
あ

る
。
即

ち
南

嶽

の
遷

化

は
唐

の
玄

宗

天
寳

三
年

馬
一
祀

大

師

の

暉

(
六

)
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馬

祀

大

師
㎜
の

照

(
七

)

(
西

暦

七

四

四
)
春
秋

六
十

八

と
あ

る
か

ら

、

馬
租

の
三

十

六
歳

の
時

に
當

つ
て
居

る
。

し

か
も

馬

祀

が

江
西

に
化

を

布

い
て
居

る

の
を

聞

い

て
、
南

嶽

が
其

の
動

静

を

伺

は

せ
た
と

云

ふ
こ
と

で
あ

る

か
ら

、

馬
租

は
既

に
三

十

六
歳

已

前

に
於

て

一
方

の
宗

匠

で
あ

つ
た

こ
と

は
否

め

な

い
事
實

で
あ

る
。
帥

ち

左

の
如

し
。

譲

和

街

聞

弓師

閲

花

江

西

一、

問

レ衆

日

、

道

一
爲

レ衆

読

レ法

否

、

衆

日

、

已

爲

レ衆

説

レ法

、

護

日

、

捻

未

レ見

下
人

持

昌箇

消

息

"來

轟、

途

遣

二

僧

哺、

往

レ彼

侯

昌伊

上

堂

時

、

但

間

作

塑

生

、
待

渠

有

ツ語

、

記

取

來

、

信

依

レ敏

往

問

レ
之

、

師

日

、

自

從

昌胡

齪

一後

三

十

年

、

不
レ
少

盤

醤

一、

僧

回

學

似

譲

、

譲

然

レ
之

。

(
『
馬

租

灘

師

語

錬

』
)

馬
魍

大
師

は
既

に
三
十

五

六
歳

の
肚

時

よ

り

法

を
説

き
、

八

十

の
老
境

に
至

る
ま

で
止

め
な

か

つ
た

の
で
あ

る
か

ら

、

そ

の
敏

化

は
實

に
偉

大

な

も

の
が

あ

つ
た
と

云

は
な

け

れ
ば

な

ら

ぬ
。

特

に
仙

境

を

愛

し

、

深

山

幽

谷

に
清

浄

梵

場

を
開

き
、

俗
塵

を

遠

ざ

け

て
、

猫

り
清

衆

の
來

る
を

待

つ
た

こ
と

は
、

『
宋

高

僧
傳

』

等

の
記

事

に
依

つ
て
充

分

に
窺

ひ

知

る

こ
と

が
出

來

る
と

思

ふ
。

三
、
馬

組
大

師

の
縄
機

輝

に
は
灘

歎

と

、
輝

敏

と

、
灘

機

と

の
三
方

面

が
あ

つ
て
、

こ
れ

が

鼎

の
三
足

の
如

く
共

に
必

要

で
あ

る
と

云
は

れ

て
居

る
。

而
し

て
若

し
、
其

の
中

の
何

れ

の

一
を

鉄

く
も
、
眞

の
輝

の
膿

得

者
と

は

云

へ
な

い

こ
と

も
勿
論

で
あ

る
。
藤

歎

と

は
輝

の
観

法

で
あ

つ
て
、

廣

義

に
読
明

す

れ

ば

小
乗

の
五
停

心
観

も

、

四
念

庭
観

も

、
大

乗

の
八

不
中

道

観

、

五
重
唯
識

観

を

始

め
、

天
台

、

華

嚴

、

眞

言
等

の
槻

法

も
共

に
職

歎

で
あ

る
と

云
は

ね
ば

な

ら

ぬ
。

特

に
藤
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歎

と
稽

し

て
歎

息
観

を

圭

と
な

し

、
歎

、

随
、

止
、
観

、
還

、
浮

な

ど

の
六
妙

門

を

開

き

、

更

に
十

六
特
勝

に
細

読

し

て
、

観

智

を
蓮

用

し
、

混
薬

に
到

る
順

序

内

容

を
開

示

し

た
も

の

で
あ

る
。

次

に
麗

教

と

は
灘

の
教

理

で
あ

つ
て
、
直

指

人

心
、
見

性

成
佛

の
最

も
勝

れ
る

こ
と

を

設

き
、

敷

外

別
傳

、

不

立

文

字

の
眞

の
意

味

を

徹

底

的

に
顯

示

す

る

こ
と
が

此

の
灘

敏

の
使

命

で
あ

る
。

由

來
我

が
灘

宗

に
は

此

の
藤

敏

を
排

斥

す

る
弊

風

が

あ

る
が

、

こ
れ

は
大

に
愼

む

べ
き

こ
と

で
、

近

時

の
如

く
邪

教

の
横

行
す

る
と

き

、

眞

の
健

全
な

る

宗

教

と

し

て
、

我

が
灘

宗

を

肚

會

に
宣
揚

す

る

に
は
、

先

づ

口

に
、
筆

に
、
灘

の
勝

れ

る
激

理
を

理
路

井

然

と

或

る

程

度

ま

で
は
読

く

必
要

が

あ

る
と

思

ふ
。

次

に
灘

機

と

は
輝

の
大

機

大

用

で
あ

つ
て
、
灘

の
髄

得

者

た

る
宗

師

の
活

作

用

で
あ

る
か

ら

、

凡
庸

未
透

底

の
も

の

～
得

て
窺

ひ

知

る
と

こ
ろ

で
は
な

い
。

我

が
輝

宗

の
最

も
奪

ば

る

、
所

以

は
、
實

に
此

の
暉

機

の
縦
横

一
一
あ

る

の

で
、
素

よ

り

本
分

の
宗

師

自

得

の
力

用

で

は
あ

る
が
、

し

か
し

其

の
根

抵

に
は
輝

藪

に
依

つ
て
眞

路

に
進

み
、
麗

教

に
依

つ
て
眞

路

を

誤

ら

す
、
隙

歎

灘

敏

並

び

行

じ

て
眞

味

を
解

し

、
眞

諦

の
境

に
達

し

、

そ

こ

に
任

蓮

に
登

す

る
大

機

大

用

を
登

得

す

る

の

で
あ

る

か
ら

、
灘

機

峻

蛸

、
更

に
思

慮

分

別

を
挾

む
鐸

に
は

行

か

ぬ
。

殺

活

自
在

、

権

愛

無

方

の
端

的

で
あ

る
と

云

ふ

べ
き

で
あ

ら

う

。

此

の
如

く
灘

に
は

三
方

面

が
あ

る
が

、

そ

の
中

、
灘

藪

は

小
乗

暉

、

大

乗

灘

に
於

て
既

に
読

か

れ

て
居

た

け

れ

ど

も

、

そ

れ

を
灘

宗

濁

特

の
坐
灘

観

法

と

し

た

の
は
達
磨

大

師

で
あ

つ
た
ら

う

と

思

ふ
。

帥

ち
其

の
當

時

の
世

間

か

ら

馬

閥

大

師

の

輝

(
八
)
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馬

胆

大

師

の

禰

(
九
)

壁

観

婆

羅
門

と

か

、

坐
灘

宗

の
人

と

か
云

は
れ

る
や

う

に
な

つ
た

の
は
、

こ

の
職

歎

の
猫

特

な

作

法

が

あ

つ
た
爲

め

と

云

は

ね
ば

な

ら

蹟
。
灘

数

と

云

ふ
も

の
が
灘

観

と
な

り
、

更

に
坐
暉

と
な

つ
て
、

此

庭

に
深

遠

幽
妙

な
灘

藪

を

読

く
や

う

に
な

つ
た

の

で
あ

る
。

ま

た
灘

敏

も
達
磨

大

師

に
依

つ
て
説
き

出

さ
れ

た
け

れ

ど

も
、

し

か

し
今

日
傳

は

る

『
少

室

六
門

集
』
の
如

き

は
決

し

て
大

師

の
暉

敏

と

は

云

へ
な

い

の
で
あ

る
。

後

來

の
人

が
達

磨

大

師

に
假

托

し

て
製

作

し

た
も

の
と

云

は
な

け

れ
ば

な

ら

ぬ
。

故

に
多

少

は
暉

の
敏

理
を

示

し

、

『
携

伽
纏
』

を

以

て

心

地

の
法
門

と
な

し

二
租

に
傳

へ
た

も

の

で
あ

ら

う
。

二
組

よ

り

三
租

に
、

四
旭

五
祀

を

経

て

六
租

に
至
り
、

漸

く
灘

敏

の
螢

達

を

見

た
繹

の
も

の

で
あ

ら

う
。

素

よ

り

『
六
租

壇

糎
」

も
疑

問

の
書

で
は
あ

る
け

れ

ど

も

、

全

部

を

否

定

す

る

こ
と

は
出

來

ぬ
。
帥

ち

六
祀

は
暉

藪

を
以

て
輝

宗

猫
特

の
坐
縄

観

と
な

し

、

坐
暉

の
道

理
を

示

し

て
居

る
。

師

示

レ衆

云

、

善

知

識

、

何

多

巫

暉

'、

此

法

門

中

、

無

障

無

磯

、

外

於

昌
一
切

善

悪

境

界

一、
心

念

不
レ起

、

名

爲

レ坐

、

内

見

二自

性

不

動

一、

名

爲

レ灘

-

善

知

識

、

於

二念

念

中

一、

自

見

昌本

性

清

澤

一、

自

修

自

行

、

自

成

昌佛

道

一
(
『
六

租

壇

脛
』
坐
灘

第

五

)

か

く

云

へ
ば

六
祀

は
縄

の
教

理

を
分

明

に
、
直

戴

に
我

等

に
示

さ
れ

た
も

の
と

云

は

ね
ば
な

ら

ぬ
。

ま

た
灘

機

も

達
磨

大
師

に
依

つ
て
傳

へ
ら

れ

た

こ
と

は
勿
論

で
あ

る
が

、

そ

れ
が

未

だ

表

面

の
問

題

と

な

ら

す

、

ま

た
六
祀

も
蝕

b
輝

機

の
活

手

段

を

用

ひ
ら

れ

て
は
居

な

い
や

う

に
思

ふ
。

唯

だ
荷

澤

の
紳

會

に
封

し

て
柱

杖

子

を

以

て
打

た

れ

た

と

云

ふ
こ
と

が

『
六
頑
壇

輕
』

に
出

て
居

る

の
み

で
あ

る
。

然

る

に
、

こ
れ

が

六
租

已
後

に
な

る
と

、

大

に
其

の
灘
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風

を

異

に
し

、

大

衆

を

接

得

す

る

上

に
、

或

は

佛

子

を

竪

起

し

、

或

は

棒

を

以

て
打

ち

、

或

は

一
園

相

を

書

き

、

或

は

大

喝

一
聾

す

る
な

ど

、

種

々
な

る
手

段

を

講

ぜ

ら

る

～
や

う

に
な

つ
た

も

の

で
、

素

よ

り

宗

師

の
大

機

大

用

が

表

面

の
上

に
顯

は

れ

た

も

の

で
あ

る

か

ら

、

凡
庸

の
思

議

す

る
と

こ

ろ

で

は

な

い
け

れ

ど

も

、

兎

に
角

、

灘

宗

の
租

師

と

し

て
、

こ

の
暉

機

を

大

衆

の
前

に
観

面

提

示

せ

ら

れ

出

し

た

の

は

、

先

づ

馬

租

大

師

を

以

て
第

一
人

者

と

見

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

そ

れ

巳

前

に
於

て

も

、

青

原

の

行

思

暉

師

が

梯

子

を

用

ひ

た

と

か

、

南

陽

の
恵

忠

國

師

が

一
圓

相

を

書

い

た

と

か

云

ふ

て

、

『
景

徳

傳

燈

録

』

に

は

載

せ

て
居

る
が

、

馬

租

大

師

に

至

つ
て

は

常

に

行

じ

、

常

に
種

々
な

る

活

手

段

を

弄

し

て
居

π
や

う

で
あ

る
。

今

そ

の
重

な

る
も

の

の

み

を

摘

記

し

て

も

、

打

一
掴

、

吹

耳

、

看

水

、

與

一
腸

、

打

着

、

書

地

、

一
圓

相

、

棒

、

揚

眉

瞬

目

、

彿

子
竪

起

、

一
喝

、

紐

鼻

頭

等

の
活

手

段

が

『
古

奪

宿

語

録
」
を

始

め

、

二

三

の
僧

傳

に
傳

へ
ら

れ

て
居

る
。

樹

ほ

此

の
外

に
も

幾

多

の
藤

機

と

し

て
、

馬

租

の
暖

皮

肉

を

窺

ふ

こ

と

が

出

來

る

の

で
、

或

る

時

は
諄

々
と

し

て
宗

乗

を

読

き

示

し

、

或

る

時

は

叱

呵

し

て

別

時

に
來

れ

と

云

ひ

、

ま

た

或

る
時

は
直

ち
に
其

の
人
を

呼

ん

で

「
是

什
慶

」

と

云

ふ
が
如

き

、

そ

の
場

く

の
活
商

量

は

目

に
見

る
や

う

に
思

は

れ

、

馬

租

な

ら

で

は

能

は

す

、

實

に
大

機

大

用

の
人

で
あ

つ
た

と

云

ふ

こ
と

が

想

像

出

來

る

。

由

來

こ

の
暉

は

口

で
読

明

す

る

こ

と

を

許

さ

ぬ

の

で
あ

る
。

馬

租

大

師

も

或

る

時

、
「
凡

有

言

句

"是

提

婆

宗

、

只

以

昌此

箇

爲

〆圭

」
と

云

ひ

、

雲

門

大

師

は

こ

れ

を

拮

提

し

て
、
「
馬

大

師

好

言

語

」
と

云

ひ

、

圓

悟

暉

師

は

更

に
「
膿

鵠究

得

ヨ提

婆

宗

一壌

、

若

道

昌言

句

是

一、

也

没

交

渉

、

若

道

昌言

句

不

是

一、

也

渡

交

渉

、

且

道

、

馬

大

師

意

、

在

昌什

壌

庭

一」

馬

胆

大

師

の

縄
唱・

(

一
〇

)
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馬

組

大

師
㎜

の

輝

(
一

一
)

と

提

蜥

し

て
居

ら

る

、
が

、

そ

こ

に
宗

旨

の
暗

號

密

令

は
あ

る

の

で
、
他

の
窺

観

を
絶

封

に
許

さ

ぬ

の
で
あ

る
。

故

に
暉

に
於

て
説

く
説

明
は

、

読

明

と

し

て

の
艦

裁

を

作

つ
て
居

て
も

、

そ

の
實

は
超

説

明

の
活

作

用

で
あ

る
。
他

の

得

て
模

倣

す

べ
き

筋

の

も

の

で
は
な

い
。
唯

だ
道

眼

明
白

の
大

宗
師

の
み
が

始

め

て
圓
轄

無

擬

、

大
機

大

用

を

薮

し

て
、

説

不
詮

、

言

不
言

、

眞

に
自

己

の
胸

襟

よ
り
流

出

し

て
、

蓋

天
蓋

地
し

去

る
底

の
活

商

量

が

出

來

る
。

故

に
東

嶺

暉

師

も

『
宗

門

無
鑑

燈
論

』

に
於

て
、

特

に
力

用

の

一
章

を

設

け

て
、
大
機

大

用

底

の

正
脈

を

宣

揚

し

て
、

若

不
レ傳

向

上

些

子

"、

大

好

鬼

窟

裏

活

計

、

錐

冒巳

能

知

両

上

旨

趣

一、

履

蹟

不

昌明

自

哺、
只

是

抱

道

底

入

、

術

未

レ能

レ肇

天

用

一、

是

以

古

來

錐
レ有

昌多

少

正

知

見

人

"、

得

天

機

大

用

一底

、

就

レ中

叉

稀

云
云

と

云
ひ

、
馬

租

下

の
善

知
識

の
中

、

馬

祀

の
正
眼

を

得

て
大

機

あ

る
も

の
は
百

丈

一
人

の
み

と

云

ひ
、

大

用

あ
.る
も

の

は
黄

漿

そ

の
も

の
と

云
は

れ

、

唱

導

の
人

は
あ

れ

ど
、

大

機

大

用

底

の
人

は
稀

で
あ

る
と

云

ふ

て
居

る
。

さ
れ

ば

眞

個

に
道
眼

明
白

の
大

宗

師

な

ら

ば

兎

も
角

、

一
個

、

唱

導

の
人

が

之

れ
を

模

倣

し

た
と

す

れ
ば

、

或

は
他

の
誹
諺

を

受

け

て
も

止

む
を

得
な

い
。

況

ん

や
鈍

漢

阿
師

の
輩

が

之

れ
を

模

倣

し

去

る
と

せ
ば

、

そ

れ

こ

そ
宗
門

の

一
大

事

で
あ

つ
て
、
眞

に
百
害

あ

り

て

一
盆
だ

に
な

し

と

知
ら

ね

ば

な

ら

ぬ
。
即

ち

輝

機

は
、
唯

だ
其

の
人

に
の
み

具

す

る

絶

封

の
活
手

段

に
過

ぎ

ぬ
。

先
師

が
斯

く

云

ふ

た
か
ら
自

分

も
斯

く
行

ふ
と

云

ふ
の

で
は

、
決

し

て
職

機

と

は

云

へ

な

い
。

機

と

は
畿

動

の
意

で
、

詳

し

い
こ
と

は

天
台

大
師

の

『
法
華

玄

義
』

六

上

に
、
微

の
義

、

關

の
義

、

宜

の
義

を

説

明

し
、

慧

均

の

『
大

乗

四
論

玄

義
』

第

六

に
は

、
機

微

の
義

、
須
微

の
義

、
機

關

の
義

を
墨

げ

て
説

明

し

て
居
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る
が

、

こ
れ
等

敏

宗

の
意

味

で
は
所

化

の
衆

生

に
就

て

云
ひ
、

我

が
麗

宗

で
は

特

に
能

化

の
大

宗

匠

に
就

て
論

じ
、

常

に
灘

機

と

云
ひ

、

大

機

大

用

と
稔

し

て
居

る
。

即

ち

『
谷
響

集
』

第

九

に
、
灘

家

教

家

の
相

違

を

説

明

し

、

ま

た

『
中

峰
廣

録
』
に
は
、

慮

機

者

、
灘

者

之

心
也

、

謂
機

者
、

心

之
所

鷹

也
。

と

云
ひ

、
灘

者

の
本

心
が

、

機

縁

に
慮

じ

て
頓

に
駿

し
、
自

由

自

在

に
外

に
動

く

こ
と

を
灘

機

と

云

ふ
と
論

じ

て
居

る
。
更

に

『
大

明
録
』

に
は

、

文
義

倶

明

者

、

謂

昌之

理

一、

忘
レ言

濁
契

者

、
謂

昌之
機

。

と

云

ふ

て
居

る
が
、

要

す

る

に
言

語

思

慮

の
及
ば

ざ

る

不
思

議

の
本
膿

を

眞

理

と

云
ひ

、

そ

の
眞

理

に
冥
合

し

て
外

部

に
登

動

す

る
可
能

性

を

機

と

云
ひ
、

正
し

く

此

の
機

が

外
部

へ
動

い

て
縁

に
鷹

じ

た
と

こ
ろ
を

機

の
用

と

云

ふ
た

も

の

で
あ

ら

う
。

し

か

し

大

機

と

大
用

と

は
灘

の
宗

匠

が
有

す

る
灘

機

の
髄

と
用

と

に
名

づ

け

た
相

違

の
み

で
、
膿

の
あ

る
と

こ
ろ

必
ら

す

用

が

あ

り
、
用

の
あ

る
と

こ
ろ

必
ら

す
膿

が
あ

る
鐸

で
、

そ

の
騰

九

る
大

機

は
素

よ

り

不

可

言

不
可

読

の
妙

諦

で
、

我

等

凡
庸

の
窺

観

を

許

さ
な

い
。

唯

だ

越

格
な

る
大

宗

匠

の

み
が
把

握

す

る
妙

境

で
、

我

が

輝

宗

で
は
先

づ
見

性

し

て
、

始

め

て
此

の

不
可

言

不

可

説

の
妙

諦

を

畳

知

す

る

こ
と

が
出

來

る
と

説

き

、
初

租

達

磨

大

師

已

來

、
大

に
此

の
見

性

成
佛

の
意

義

を

高

唱

し
、

六
租

惑
能

大

師

に

至

つ
て
更

に
頓

悟

成
佛

の
眞

意

義

を

閲

明

に

せ
ら

れ
、

見

性

を

以

て
其

の
宗

旨

の
根

幹

を

な

さ
し

め

て
居

る

の

で
あ

る
。

然

ら

ば

此

の
馬
租

大
師

の
宗

乗

は
如

馬

閥

大

師

の

㎝輝

(
一
二

)
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薦
り
胆

大

師

の

禰
…

(
一
三

)

何

に
し

て
説

き
、

如

何

に
し

て
其

の
麗

機

を

し

て
縦
横

な

ら

し

め

た

か
、

そ

の
根
幹

に
鯛

れ

て
見

よ

う
。

四
、
馬

祀

大

師

の
泉
乗

馬
租

大

師

の
宗

乗

に
就

て
、

先

づ
大

師

の
示
衆

か
ら
』

考

し

て
見

る
な

ら

ば

、

自

心
是
佛

の
思

想

が
其

の
根

幹
を

な

し

て
居

る
も

の

～
や

う

に
思

ふ
Q

租

示
レ衆

、

汝

等

諸

人

、

各

信

魯

心

是

佛

"、

此

心
即

佛

、

達

磨

大

師

、

從

南

天

竺

國

一來

、

至

哺中

華

一、

傳

王

乗

一

心

之

法

一、

令

"汝

等

開

悟

一、

又

引

榜

伽

糎

一、

以

印

昌衆

生

心

地

一、
恐

出汝

顛

倒

不
7信

庇

一
心

之

法

、

各

各

有

下之

改

、

樗

伽

輕

以

二佛

語

心

一爲

レ宗

、

無

門

爲

昌法

門

"云
云
(
『
馬

租

灘

師

語

録

』
)

こ

れ

に

依

つ
て
考

へ
て
見

る

と

、

馬

租

の
宗

乗

は

、

自

身

の

本

心

本

性

を

以

て
直

ち

に
佛

陀

な

り

と

云

ひ

、

他

に

佛

陀

を

求

め

、

佛

法

を

求

め

た

な

ら

ば

、

そ

れ

は

顛

倒

の
甚

だ

し

き

も

の

で
あ

る

と

見

た

も

の

で
あ

ら

う

。

夫

求

レ法

者

、

鷹

無

レ所

レ求

、

心

外

無

昌別
佛

一、

佛

外

無

昌別

心

鴨。

(
『
馬

租

灘

師

語

録

』
)

と

云

ふ

て
居

る

の

は

、

惜

か

に
馬

租

の
宗

乗

を

如

實

に
言

ひ

顯

は

し

た

も

の

で
あ

る
。

・即

ち

馬

租

に

從

へ
ば

、

自

心

が

其

儘

佛

陀

で
あ

る

。

本

來

造

作

を

假

ら

す

、

唯

だ

無

一
念

と
な

ら

ば

、

生

死

の

根

本

た

る
妄

念

は

除

か

れ

る

の

で

あ

る
。

妄

念

と

は

善

悪

差

別

の

事

中

に
在

つ

て
滞

る

の
を

喚

ん

だ

も

の

で

、
善

悪

邪

正

、

迷

悟

染

澤

の
爾

邊

に

立

つ

て
、

取

捨

分

別

す

る
微

細

の

一
念

か

ら

起

る
妄

想

で
、

諸

曲

、

邪

僑

、

我

慢

、

貢

高

と

、

次

ぎ

か

ら

次

ぎ

へ
と

起

る

衆

多

の
迷

情

で
あ

る
。

故

に
末

に
走

れ

ば

走

る

程

、

官

家

の

本

心

に
轄

た

疎

に

し

て
轄

た
遠

く
な

る

ば

か

り

で
あ

る
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か

ら

.

こ

～

に
最

初

の

一
念

に

立

ち

選

つ
て

法

性

三
昧

の
中

に
在

つ

て
ト

著

衣

喫

飯

し

、

言

語

鷹

封

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

説

い

て
居

る
。

帥

ち

左

の
如

し

。

一
切
衆

生

、

從
昌無

量
却

泰

、

不
出

噛法

性

三
曝

、

長
在

法

性

三
昧
些

、
著

衣
喫
飯

、

言

談

抵

封

、

六
根

蓮
用

、

一
切
施
爲

、
鑑

是

法
性

、

不
レ解
昌返

源

一、

随
レ名

逐
レ相

、

迷
情

妄

起

、

造
呂種

種
業

一、
若

能

一
念

返

照

、

全
禮

塁

心
。

(
『
馬
租

灘

師

語
録
』
)

而

し

て
馬
租

は

此

の

一
念
返

照

、

全
禮

聖

心

の
と

こ
ろ
を
佛

陀

と

云
ひ

、
佛

帥

心
、
自

心

そ

の
儘

佛

陀

の
妙

境
界

な

り
と

し

て
、

そ

こ

に
馬
租

の
宗

乗

た

る
即

心
即

佛

、

李
常

心
是

道

、

立
腱
.即
眞

等

の
活
租

意

を

高

く
掲
げ

て
、
灘

機

超

脱

、
構

愛

無

方

、
良

く

一
世
を

風
靡

し

去

つ
た
も

の
で
あ

る
が
、

其

の
宗

乗

の
根

元

は
前

に
も

云
ひ

し

如

く
南

嶽

大
師

の
示
識

に
依

つ
て
莫

圖
作
佛

の
眞

髄

に
徹

し

た
か
ら

で
あ

ら

う
。
帥

ち
莫

圖
作
佛

と

は
佛

に
す

ら

作

ら

う
と

思

ふ
な

、
人

々
本
具

箇

々
圓
成

、

何
を

か
欠

少

す

る
や
。
即

心
帥

佛

で
あ

つ

て
、
作

佛

を

圖

る
す

ら
妄

想

で
あ

る
と

云

ふ

の

で
、

こ

の
活
祓

意

は
具
眼

者
な

ら

で
は
容

易

に
會

得
す

る

こ
と

の
出

來

な

い
深

旨

が
あ

る
。

爾

ほ

此

の
馬
租

の
宗

乗

を
會

得

す

る

に
は

、

我

が
灘

門

の
學

徒

が

日
夜

に
實

参
實

究

す

る
話

頭

と

し

て
大

要

左

の

如

き

も

の

が

あ

る

。

一
、

馬

租

日
面

佛

月

面

佛

基

、

馬

大

師

不
安

、

院

主

問

、

和

荷

、

近

日
奪

候

如

何

、

大

師

云

、

日
面

佛

月

面

佛

。

馬

訊

大

師

の

縄

(
唱
四

)
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馬

麗

大

師

の

輝

(
鴫
五
)

こ

の
則

は

『
碧
巖

録
』

第

三
則

及
び

『
從
容

録
』

第

三
十

六
則

に
出

て
居

る

本
則

で
、
或

は

「
馬
大
師

不
安
」

と

も
軍

に

「
馬
師

不
安
」

「
日
面

月
面
」

と

も

云

ふ
て
居

る
が

、
.
そ

の
本
振

は

『
五

燈
會

元
』

第

三
、

『
縄

氏
稽

古
略
』

第

三
等

に
出

て
居

る
。

二
、

馬

大
師

野
鴨

子

墨

、

馬

大

師

、

與

亀百

丈

一行

次

、

見

野

鴨

子

飛

過

一、

大

師

云

、

是

什

盛

、

丈

云

、

野

鴨

子

、

大

師

云

、

什

塵

慮

去

也

、

丈

云

、

飛

過

去

也

、

大

師

、

途

柾

昌百

丈

鼻

頭

.、

丈

作

昌忍

痛

聲

"、

大

師

云

、

何

曾

飛

去

。

こ

の
則

は

『
碧

巖

録

』

第

五

十

三

則

に
出

て
居

る

本

則

で

、

或

は

「
百

丈

野

鴨

子

」

も

云

ふ

て
居

る

が

、

そ

の

本

擦

は

『
五
燈

會

元
』

第

三
、

『
百

丈
灘

師

語

録

』

等

に
出

て
居

る
。

三

、

馬

租

四
句

百

句

墨

、

信

問

馬

大

師

一、

離

昌四

句

一絶

一百

非

一、
請

師

直

指

某

甲

西

來

意

一、

馬

師

云

、

我

今

日

勢

倦

、

不
レ能

昌爲

レ汝

読

一、

問

取

智

藏

去

、

僧

問

智

藏

躰、

藏

云

、

何

不

レ問

和

術

一、

信

云

、

和

荷

敏

來

問

一、

藏

云

、

我

今

日

頭

痛

、

不
レ能

二

爲

レ汝

読

一、

問

取

海

兄

一去

、

僧

問

海

兄

一、

海

云

、

我

到

這

裏

一却

不

會

、

僧

墨

一似

馬

大

師

一、
馬

師

云

、

藏

頭

白

、

海

頭

黒
。

こ

の
則

は

『
碧
巖

録
』

第

七
十

三
則

及

び

『
從
容

録
』

第

六
則

に
出

て
居

る

の

で
、

或

は
「
馬
祀

臼

黒
」
と

も

「
藏

頸

海

頭
」

と

も

云

ふ
て
居

る
。

そ

の
本
擦

は

『
景
徳
傳

燈

録
』

第

六
、

『
五
燈

會

元
』

第

三
等

に
出

て
居

る
。
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四

、
帥

心

帥

佛

馬

租

因

大
梅

問

、

如

何

是
佛

、

租

云
、
帥

心
是
佛

。

こ

の
則

は

『
無

門

關
』

第

三
十

則

に
出

て
居

る

の

で
、

或

は
「
即

心
是
佛

」
と
も

云

ふ
て
居

る
。

そ

の
本
擦

は

『
景

徳
傳

燈

録
』

第

七
、

『
五
燈

會

元
」
第

三

に
出

て
居

る
。

五
、

非

心

非

佛

馬
祀

因

信

問

、

如

何

是
佛

、
租

日
、

非

心
非

佛

。

こ

の
則

は

『
無

門

關
』

第

三
十

三
則

に
出

て
居

る
。

そ

の
本
擦

は

『
景

徳

傳

燈

録
』

第

六
、

『
五
燈

會

元
』

第

三

に

あ

る

の

で
「
信

問

、

和

倫

爲

3什

塵

読

昌帥

心

帥

佛

噂、

師

云

、

爲

レ
止

ふ

兜

哺

一、
僧

云

、

嗜

止

時

如

何

、

師

云

、

非

心

非
佛

云
云
」
と
あ

る

の
を

要

約

し

た
も

の

で
あ

ら

う
。
荷

ほ
此

れ

は
前

の

「
即

心
帥
佛
」

の
本
則

に
封

し

て
類

則

と

云

は
れ
、
此

の
外

に
馬
租

の
門

下

の
南
泉

普
願
暉
師

の
本
則

と
し

て
、
「
不
是

心
佛
」
「
智

不
是
道
」
「
軍
常

是
道
」
等

が

『
無
門

關
』
に
あ

り
、
ま

た

『
碧
巖

録
』

第

二
十

八
則

の

「
南

泉

不
読
底

法
」

等

が
掲
げ
ら

れ

て
居

る
が
、

こ
れ
等

も

馬
祓

の

「
帥

心
即
佛
」

に
關
聯

し

て
居

る
や
う

に
思

ふ
。

已
上
、
『
碧
巖

録
』

『
從
容

録
』
『
無
門

關
』
等

の
本
則
を
墨

げ

て
馬
租

大
師

の
宗
乗
を

示

し

た

の
で
あ

る
が
、

こ
れ

に
封

す

る
分

別
義

解

は
略

し

て
、
今

は
唯

だ

馬
租

大
師

の
中

心
思

想
た

る
帥

心
帥
佛

の
み
を
討

究

し

て
見

よ
う
。

五
、
即

心
即

佛

の
思
想

馬

組

大

師

の

輝

(
一
六
)
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馬

祀

大

師

の

輝

(
一
七
)

馬
祀

大

師

の
中

心
思

想

は
何

で
あ

る

か
と

云

へ
ば

先

づ
即

心
即

佛

の
四
宇

を

以

て
答

へ
る

こ
と

が

出

來

る
。
帥

ち

前

に

『
無

門

關
』

の
本

則

と

し

て
墨

げ

た

の

で
あ

る
が
、

そ

の
本
擦

を

『
馬
祀

麗

師

語

録
』

の

一
章

に
依

つ
て
左

の

如

く
引

用

し

よ
う

。

大

梅

山

法

常

藤

師

、

初

参

レ祀

問

、

如

何

是

佛

、

租

云

、

帥

心

是

佛

、

常

.即

大

悟

、

後

居

天

梅

山

、
租

聞

師

住

山

一、

乃

令

昌
一
僧

到

"、

問

云

、

和

爾

見

昌馬

師

一、

得

二箇

什

慶

一便

住

庇

山

一、

常

云

、

馬

師

向
レ我

道

、

帥

心

是

佛

、
我

便

向

菖這

裏

往

、

僧

云

、

馬

師

近

日
佛

法

叉

別

、

常

云

、

作

壌

生

別

、

僑

云

、

近

日

叉

道

非

心

非

佛

一、

常

云

、

這

老

漢

惑

飢

人

一、

未

レ有

呂了

日

一、

任

運

非

心
非

佛

、

我

只

管

即

心
即

佛

、

其

僧

回

墨

昌似

租

一、

租

云

、

梅

子

熟

也

。

ま

た
是

れ

は

「
非

心
非
佛
」

の
則

の
本
擦

と

し

て
前

に
示

し

た

の

で
あ

る
が

、
更

に
委

し

く

『
景
徳
傳

燈

録
」

の

一
章

を

引

用

し

て
置

か

う
。

信

問

和

樹

一、

爲

}甚

塵

一読

噌帥

心

帥

佛

'、

租

日

、

爲

レ
止

昌小

見

噌

一、

日

、

哺

止

時

如

何

、

租

日

、
非

心

非

佛

、

日

、

除

昌此

二
種

一人

來

如

何

指

示

、

租

日

、

向

レ伊

道

、

不
是

物

、

日

、

忽

遇

呂其

中

入

來

一時

如

何

、

租

日

、

且

敏

軍伊

艦

二

會

大

道

一。

ま

た

此

の
帥

心
帥

佛

に
關

す

る
示

衆

は

前

に
も

少

し

く

引

用

し

て
置

い

た

の

で
、

こ

～
に
具

文

を

引

用

し

な

い
が

要

す

る

に

馬

租

大

師

の
中

心
思

想

は

此

の
帥

心
帥

佛

で
あ

る

。

自

心

が
帥

佛

で
あ

り

、

畳

膿

で
あ

る

か

ら

、

こ

の

本

畳

の
畳

禮

を

其

儘

畳

了

す

れ

ば

良

い

の

で
あ

る
。

徒

に
自

家

の
寳

藏

を

顧

み

す

し

て
、

他

に
佛

を

求

め

法

を

求

め

る
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こ

と

は

笑

ふ

べ
き

の
骨

頂

で
あ

る

と

示

さ

れ

た

も

の

で

あ

ら

う

。

而

し

て
此

の
即

心
帥

佛

の
思

想

は

心
佛

一
如

.

心

佛

無

差

別

の
思

想

で
あ

つ
て
、

『
華
・嚴

経

』

の

三

法

無

差

別

説

か

ら

出

磯

し

た

も

の

で

は

な

か

ら

う

か
。

帥

ち

『
華

嚴

輕

』

に
、

心

如

晶工

薔

師

一、

造

一種

種

五

陰

一、

一
切

世

間

中

、

無

噸法

而

不

ワ造

、

如

レ
心

佛

亦

爾

、

如

レ佛

衆

生

然

、

心

佛

及

衆

生

是

三
無
昌差

別

一。

(
『
正
藏
』
第
九

巻

四
六
五
丁
)

と

云

ふ

て
居

る
が
、

こ

の
経

文

に
封

す

る
説

明

は

、

天
台

華
嚴

の
爾

一
乗

の
間

に
大

に
其

の
読
を

異

に
し
、

華
嚴

宗

は
賢

首

大
師

の

『
探
玄

記
』

第

六
、
清

涼

大
師

の

『
華
嚴

大
疏

抄
』

第

十
九

上

に
唯

心
読
を

以

て
読

明

し

て
居

る
。

い
ま
簡

軍

に

『
大

疏

抄
」

の
本

文

の

み
を

墨

げ

る
な

ら

ば

、

心
是

総
相

、

悟
レ之
名
レ佛

、

成
昌澤

縁

起

一、

迷
レ之
爲

二衆

生

単、

成

染̀

縁

起

"、

一
心
以
レ眞

爲
レ艦

。

と

云

ふ
て

心
佛

及
衆

生

の
中

、

一
心
を

以

て
非

迷

非

悟
総
相

の
理

心

と
な

し
、

衆

生

と
佛

と

の

二
法
を

以

て
迷

悟
染

浄

の
縁

起

の
事

相

と

し

て
読

い
て
居

る
や

う

に
思

ふ
。
然

る

に
天
台

宗

は
特

に
趙

宋

時
代

に
入

つ

て
山
家

山
外

の
封

抗

と

な

り

、

そ

の
論

孚

の
中

心

思

想

は
此

の

三

法
無

差

で
あ

つ
て
、
山

外

の
暗

恩

、

源
清

、

孤

山

、
梵

天
は
皆

こ

の

華

嚴

の
唯

心
読
を

取

り

、

心

法
能

造

、

生
佛

所

造

の
説

を

取

つ
て
譲

ら

す

、

四

明

大
師

は

山
家

の

天
台

正
統

の
義

に

依

つ
て

三
法

倶

に
能

造

能

具
、
所

造

所

具

と

云

ふ

て
、

諸

法
實

相
論

の
立
場

を

關

明

に
し

た

の
で
あ

る
。

そ

の
他

唯

識

宗

に
於

て
は

此

の

三
法
無

差

の
経

文
を

唯

識

無

境

の
義

に
取

り
、

眞

言

宗

に
於

て
は

三

三
雫
等

の
秘

説

に
用

ひ

て

馬

組

大

師

の

脚

(
一
八
)
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馬

祀

大

師

の

繹

(
円
九

)

居

る
が

、

我

が

灘

宗

に
於

て

は

此

の
帥

心
帥

佛

の
思

想

と

な

つ
て
高

調

せ
ら

る

、
に

至

つ
た

や

う

に
思

は

れ

る
。

素

よ

り

此

の
.即

心
冒即
佛

の
語

は

馬

租

大

師

に
始

ま

つ
た

も

の

で

は
な

い
、

既

に
梁

時

代

に
於

て
寳

誌

の
『
大

乗

讃

』

に

、不

レ解

弓即

心

匿即

佛

一、

量
ハ似

静騎

レ騙

覚

7櫨

。

と

云

ふ

一
句

が

あ

り

、

ま

た

善

慧

大

士

の

『
心

王

銘

」

に

も

、

乃

レ
本

識

レ心

、

識

レ心

見

レ佛

、

是

心

是

佛

、

是

佛

是

心

、

念

念

佛

心

、

佛

心

念

佛

、

乃

至

、

自

観

昌自

心

一、

知

昌佛

在

ワ

内

、

不

面

レ外

尋

一、

帥

心

帥

佛

、

'即

佛

.即

心

。

等

と

云
は

れ

て
居

る

か
ら

、
豊

敢

へ
て
灘

宗

丈

け

の
專

門

語

で
は
な

い
。

古

く

は
羅

什
、

信
肇

當

時

か
ら

此

れ

に
似

た
言

句

は
あ

つ
た

の

で
あ

る
。

ま

た
我

が
灘

宗

と

し

て
は

六
租

大
師

も
弟

子

の
法
海

に
向

つ
て
帥

心
帥

佛

の
深
旨

を

説

か

れ

た

一
段

が
あ

る
。

問

日

、

帥

心

帥

佛

、

願

垂

指

諭

一、
師

日

、

前

念

不

レ生

帥

心

、

後

念

不
レ滅

帥

佛

、

成

二

切

相

一帥

心

、

離

昌
一
切

相

一

帥

佛

、

吾

若

具

説

窮

劫

不
レ鑑

。

ま

た

馬

租

と

同

時

代

の
石

頭

大

師

も

『
景

徳

傳

燈

録

』

第

十

四

に
、

師

一
日

上

堂

日

、

吾

之

法

門

、

先

佛

傳

受

、

不
v論

乱暉

定

精

進

一、

唯

達

昌佛

之

知

見

一、

.即

心
.即
佛

。

と

云

ふ

て
居

る

か
ら

、

帥

心
帥

佛

は

馬

租

大

師

の

み

の
語

で

は

な

い
け

れ

ど

も

、

特

に
馬

租

は

此

の
語

を

多

く

拮

提
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し

、
學

人
を

接

得

す

る

こ
と

が

親

切

で
あ

つ
た

か
ら

有

名

に
な

つ
た

も

の

で
あ

ら

う

と

思

ふ
。

然

ら

ば

此

の
・即

心
・即
佛

と

は
如

何

な

る
意

味

で
あ

ら

う

か
。

先

づ

心
と

は
眞

心

で
あ

る
か
妄

心

で
あ

る

か
、
.即
ち

眞

妄

の
何

れ

に
依

つ
て
説

明
す

べ
き

か
、

こ
れ

各
宗

の
教

義

に
依

つ
て
興

味

あ

る
研

究

問
題

で
、
我

が
輝
宗

で
は
租

師

の
問

に
異

説
を

唱

へ
る
人

も

あ

る
が

、

し

か
し

本

來

は
眞

心

で
あ

る
と

云

は

ね
ば

な

る
ま

い
。
即

ち

吾

人

の
眞

心

で
あ

り
、

本

心
本
性

で
あ

つ
て
、

こ
れ
を

窯

々
昭

々
常

に
昧

ま

さ

ゴ
る

宇
宙

の
絶

封

心
と

云
ひ

、
諸

縁

萬

境

の
爲

め

に
念

起
念

滅

す

る
慮

知
分

別

の
相

封

心

で
は
な

い
。

衣
ぎ

に
佛

と

云

ふ
も

難

々
昭

々
不
昧

の
心
性

で
あ

つ
て
、

こ

の

心
性

の
外

に
佛

を

立

て
す

、
佛

を

外

に
し

て

心
性

は
な

い
の

で
、

心
と
佛

と

は
其

の
名

を

異

に
す

る
も

全

く

一
の
膿

性

に
過
ぎ

な

い

の
で
あ

る

か
ら

、

こ

、
に
帥

心
」即
佛

と

云
ひ

、

心
佛

不

二
を

標

じ

た

も

の
で
あ

る
。

故

に
吾

人
迷
情

の
凡
夫

に
し

て
佛

陀

を
求

め

ん
と

す

る

に
、

吾

人

の
心
性

を

外

に
し

て
佛

陀

は
な

い

の

で
あ

る
か
ら

、

先

づ

吾
人

の

心

性

を
頓

に
畳

了

せ
よ

と

鋤

め

た
も

の

で
、

そ

こ

に
直

指

人
心

、
見

性

成
佛

の
語

が

高

調

せ
ら

る

、
所

以

で
あ

る
と

思

ふ
。

此

の
直

指

人

心
、
見

性

成
佛

と

云

ふ

こ
と

も
畢

覧

す

る

に
即

心
即

佛

と

何
等

そ

の
内

容

を

異

に
し

た
も

の

で

は

な

く
、

見

性

成
佛

は
帥

心
帥
佛

な

る
が

故

に
云

は

れ
、
帥

心
即
佛

は
見

性

成
佛

す

る
が

故

に
謹

せ
ら

れ

る

の

で
あ

る

。か

く

の
如

く
観

じ

來

れ

ば

、

實

に
帥

心
帥

佛

の
思

想

は

、

灘

宗

の

根

本

義

と

も

見

ら

る

べ
き

で
、

直

指

人

心

、

見

性

成
佛

と

何

等

異

つ
た
思

想

の
も

の

で
は

な

い
、

異

晋
同

調

で
あ

る
。
即

ち
直

指
人

心

は
即

心

で
あ

り

、
見

性

成
佛

馬

祠

大

師

の

髄
垢

(
二
〇

)
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罵
「
胆

大

師

の

即陣

(
二

一
)

は
帥

佛

と

云

ふ

べ
き

で
、
灘

定

解

脱
を

論

ぜ

ず

、
精

進

修

謹
を

説

か
す

、
頓

に
吾

人

の
自
性

そ

の
儘

を

畳

了

す

れ
ば

佛

陀

で
あ

る
と

云

ふ
こ

と
を

圭

張

し
、
他

に
向

つ
て
馳

求

す

る

こ
と
を
極

端

に
嫌

ふ
の

で
、

馬
租

大
師

も

大

珠
恵

海

に
封

し

て
左

の
如

く
垂
誠

を

加

へ
て
居

る
。

師

初

至
昌江

西

一参

鳥

租

一、

租

問

、

饗

荷

庭

泰

、

日
、

越

州

大

雲

寺

來

、

濾

日

、

來

レ此

擬

レ蓼

荷

事

、

日

、

來

求

二

佛

法

、

租

日

、

自

家

寳

藏

不
レ顯

、

鋤

家

散

一走

作

呂什
嬢

一、

我

這

裏

一
物

也

無

、

求

昌什

壌

佛

法

一、
師

途

禮

拝

問

日

、

阿

那

箇

是

慧

海

自

家

寳

藏

、

租

日

、

・即

今

問

レ我

者

是

汝

寳

藏

、

一
切

具

足

、

更

無

出欠

少

一、

使

用

自

在

一、
何

假

昌向

レ外

求

覚

一、
師

於

昌言

下

"大

悟

、
.
識

昌自

本

心

不
"由

昌知

畳

一、

踊

躍

禮

謝

(
『
頓

悟

要

門

論

』
巻

下

)

こ

れ

實

に
簡

明

直

戴

、

麗

宗

の

本

分

を

哀

く
言

ひ

顯

は

さ

れ

た

垂

語

で
、

こ

の

思

想

に

依

つ

て

馬

祀

の
門

下

は

皆

織

承

し

、

中

に
も

百

丈

の

正
系

は
黄

葉

に
傳

は

り

、

黄

葉

は

更

に

臨

濟

大

師

に
傳

へ
ら

れ

た

も

の

で
あ

ら

う

。

故

に
黄

樂

暉

師

の

『
傳

心

法

要

』

と

云

ひ

、

臨

濟

大

師

の

『
臨

濟

録

』

と

云

ひ

、

み

な

同

一
思

想

を

同

一
言

句

に

依

つ

て
詮

表

せ
む

れ

て
居

る

こ

と

に

庄

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

『
傳

心

法

要

」

に

も

、

組

師

西

來

、

直

指

甲二

切

人

全

艦

是

佛

一、

汝

今

不
レ識

、

執

レ
凡
執

γ聖

、

向

レ外

馳

鰐

、

還

自

迷
レ
心

、

所

以

向
レ汝

道

、

帥

心

是

佛

。

と

云

ひ

、

こ

の

心

は

本

來
清

浄

に

し

て

一
黙

の
相

貌

な

き

こ

と

虚

空

の
如

く
な

れ

ば

、

此

の

心

は

一
切

の
相

を

離

れ

た
無

心

の

心

で
あ

る
と

云
ひ

、
無

心
を

直

下

に
膿

得

し
な

け

れ

ば

、

累

劫

の
修

行
も

何

の
利

盆

だ

に
無

し
と

云
ひ

、
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こ

、
に
黄

漿
暉

師

は

一
箇

無

心

道

人
を

高

調

せ
ら

れ

て
居

る
。

如

今

學

道

人

、

不
レ
悟

昌此

心

禮

一、

便

於

噌芯

上

一生

レ
心

、

向

レ外

求

レ佛

、

著

レ相

修

行

、

皆

是

悪

法

、

非

}菩

提

道

噌、
供

二

養

十

方

諸

佛

"、

不

レ如

供

養

一
箇

無

心

道

人

一、

何

故

、

無

心

者

無

二

切

心

一也

。

と

云

は

れ

て
居

る
。

こ
れ

に
野

し

て
臨

濟

大

師

ま

た

同

調

同

和

で
あ

つ

て
、

特

に

馬

祀

大

師

の
思

想

は

臨

濟

大

師

に

至

つ
て
敷

演

せ
ら

れ

た
観

が

あ

る

。

帥

ち

『
臨

濟

録

』

の
到

る

と

こ
ろ

に

「
約

呂山

僧

見

腱

一、

與

"繹

迦

一不
レ別

」
と

か

「
與

昌旭

師

一不
レ別
」
と

か

、

或

は

「
莫

向

レ外

求

し

と

か

「
今

日
多
般

用

庭

、

欠

少

什

籔

し

と

か

、

更

に
自

家

の
寳

藏

を

説

い

て

一
無

位

の
具

人

と

か

、

聴

法

無

依

の

道

人

と

か

、

或

は

李

生

無

事

底

を

基

し

、
「
随

腱

作

レ圭

、

立

慮
皆

眞

」

の

本

分

を

提

示

せ
ら

れ

て
居

る

こ

と

は

、

今

更

そ

の
引

文

を

墨

げ

る

ま

で
も

な

く

、

明

瞭

な

る

こ

と

で
あ

ら

う

と

思

ふ

。こ
れ
を

要

す

る

に
馬
租

の
中

心

思

想

は
帥

心
即

佛

で

あ

つ

て
、

こ

の
即

心
帥

佛

は
馬
祀

の
創

見

で
は
な

い
け

れ

ど

、
特

に
馬
租

に
依

つ
て
有

名

と
な

り
、

そ

の
思

想

は
黄

葉

、

臨
濟

に
依

つ
て
傳

へ
ら

れ
、
今

日

の
縄

宗

の
根

本
義

と
な

り
、

臨
濟

暉

の
宗

乗

と
な

つ
た

も

の
と

云

ふ
こ
と

が
出

來

や
う

。

六
、

非

心
非

佛

と

は
何

ぞ

や

次

に
非

心
非

佛

と

云

ふ
こ
と

も

馬
祀

大
師

の
語

で
あ

つ
て
、

そ

の
本
篠

は
前

の
即

心
帥

佛

の
と

こ
ろ

に
墨

げ

た
通

り

で
あ

る
。
然

ら

ば

非

心
非

佛

と

は

如

何
な

る
意

味

で
あ

ら

う

か
。

馬
租

の
門

下

の
伊

闘
伏

牛

山

自
在

灘
師

は

、
即

馬

祀

大

師

の

諏騨

(
ニ

ニ
)
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馬

祀

大

師

の

聞騨

(
二
三
)

心
帥

佛

を

以

て
無

病

求

藥

の
句

と

云
ひ

、
非

心
非
佛

を

以

て
藥

病

封
治

の
句

と
見

て
居

ら

る

～
。

ま

た

永
明

延

壽
灘

師

の

『
宗

鏡

録
』

第

二
十

五

に
は
、

問

、
如

昌上
所
ワ説
即

心
即

佛

之

旨

、
西

天
此

土
租

師

同

詮

、

理

事
分

明
如
昌同

眼

見

一、

云
何

叉
説

昌非

心
非
佛

一、
答

、

即

心
帥

佛

是

共

表

詮

、

直

表

昌示

其

事

一、

令

"塑

諮

自

心

團了

了

見

性

上、
若

非

心
非

佛

一其

遮

詮

、

帥

護

レ過

遮

レ非

、

去

レ疑

破

レ執

、

奪

昌下
情

見

一、

依

通

意

解

、

妄

認

γ之

者

、

以

輔芯

佛

倶

不

可

得

一故

、

云
昌非

心
非

佛

一云
云

と

云

は

れ

て
居

る

が

、

要

す

る

に

此

等

は

學

人

の
爲

め

に
、

張

い

て
言

句

に
寄

せ

て

読

明

し

た

ま

で

ゴ
、

こ

の
言

句

に
執

せ
ば

馬

租

の
眞

意

に
は

到

底

鰯

れ

る

こ

と

は

出

來

な

い
。

即

ち

馬

租

の
言

句

に

は

舌

頭

更

に
骨

な

く

、

圓

轄

無

碍

に
、

或

る

時

は

即

心
帥

佛

と

云

ひ

、

或

る

時

は

非

心

非

佛

と

垂

語

し

た

も

の

で
あ

ら

う

。

こ

れ

を

聞

く
學

人

に

若

し

執

見

を

以

て
是

非

し

た

な

ら

ば

、

遙

か

に
馬

祀

の
眞

意

を

隔

つ

る
も

の
と

云

は
な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

大

梅

の

法

常

が

馬

祀

の
非

心

非

佛

を

聞

い

て

、

「
這

老

漢

、

惑

昌齪

人

一未

レ有

了

日

一、

任

蓮

非

心
非

佛

、

我

只
管

帥

心
帥

佛

」

と

云

ふ
た
と

云
ひ

、

ま
た

馬
租

は

法
常

の
此

の
語

を

聞

い

て
、
「
梅

子
熟

也
」
と
許

し
、

禾

山

も

「
大

梅

是
眞

師

子
兜
」

と

讃

嘆

し

た

と

云

ふ

こ
と

で
あ

る
が

、

實

に
法
常

の
見
解

は
超

絶

し

た
も

の
ど

謂

つ
べ
き

で
あ

る
。

思

ふ
に
、

馬
租

大

師

は
帥

心
即

佛
を

常

に
基

揚

し
、
學

人
を

大

に
接

得

し
ら

れ

た

も

の

で
あ

ら

う
が

、

こ

の
帥

心

即

佛

は
簡

に
し

て
要

、
實

に
宗

旨

の
全
髄

を

設

き

出

し

て
居

る

け
れ

ど
も

、
卒

爾

に
之

れ
を

聞

け

ば

、

吾

人

準
常

の

起

り

つ
～
あ

る
妄

想

心
を

以

て
直

ち

に
佛
陀

な

り

と

誤

認

し
、

自

己

の
心
性

を

覆

藏

し

て
顧

み
な

い
と

云

ふ
弊

害

に
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階

り
、

到

底

救

ふ

こ
と

の
出

來
な

い
固

随

の
道

人

と
な

つ
て
、
宗

旨

か
ら

云

へ
ば

外

道

邪

見

と

云

は

ね
ば

な

ら

ぬ
。

恐
ら

く
は

馬
祀

の
當

時

に
も

此

の
弊

害

は
あ

つ
た
も

の

で
あ

ら

う

。

ま

た

馬
祀

の

入
寂

後

も
帥

心
即
佛

の
眞

意

を

知

ら

す

、
常

に
即

心
帥

佛

の
語

を

基

揚

し

た

も

の

～
や

う

で
あ

る
。

即

ち

『
五
燈

會

元
』

第

三

に
、

湖

南

東

寺

如

會

灘

師

、

自

天

寂

去

"世

、

師

常

患

雫門

徒

以

昌即

心

即

佛

之

課

一、

諦

憶

不
歩
已

、

且

謂

、

佛

干

何

住

而

日

噌帥

心

一、

心

如

董
旦
師

一、

而

云

哺帥

佛

.

途

示

レ衆

日

、

心

不

曽是

佛

鴨、

智

不

昌是

道

一、

劒

去

久

尖

。

と

云

ふ

て
居

る

が

、

こ

の

「
心

不
是

佛

、
智

不
是

道

」

は

南

泉

の

普

願

が

暴

揚

し

た

宗

旨

で
、

『
無

門

關

』

第

三

十

四

則

に

「
智

不

是

道

」

の

則

と

な

つ
て
設

か

れ

て
居

る
。

ま

た
南

泉

は

常

に

「
不

是

心

、

不

是

佛

、

不

是

物
」

の

三

句

を

力

説

し

た

と
傳

へ
ら

れ

、

こ
れ

亦

、

『
無

門

關

』

第

二
十

七

則

に

本

則

と

な

つ

て
出

て
居

る

が

、

こ

の

三
句

の

思

想

も

馬

組

の
即

心
即

佛

に

就

て
、

そ

の
弊

害

を

救

は

ん

と

し

て

説

き

出

さ

れ

た

も

の

～
や

う

に
思

ふ
。

・即
ち

左

の

如

し

。

江

西

老

宿

、

不
是

心

、

不

是

佛

、

不

是

物

、

先

祀

錐

》設

昌帥

心

即

佛

一、

是

一
時

間

語

、

塞

拳

黄

葉

止

哺

之

読

、

如

今

多

有

レ人

、

喚

レ心

作

γ佛

、

喚

γ智

爲

レ道

、

見

聞

畳

知
皆

是

道

、

若

如

是

會

者

、

何

如

昌演

若

達

多

迷

レ頭

認

7影

、

設

使

認

得

、

亦

不

㌔
疋
汝

本

來

頭

鯖。

(
『
績

藏

ヒ

輯

二
編

第

二

十

三
套

第

二
冊

一
四
八
丁
)

こ

れ
等

に
依

つ
て
考

へ
て
見

る
と

、
唯

だ

軍

に
即

心
帥

佛

と

云

へ
ば

、

そ

こ

に
錯

つ
て
定
盤

星
を
認

め
、
帥

心
帥

佛

の
眞
意

に
徹

す
ぢ

こ
と

が
出

來
な

い
か

ら
、

こ

～
に
非

心
非

佛

と
な

つ
て
顯

は

れ

、

不

是

心

不
是
佛

不
是

物

と

な

㍑馬

祀

大

師

の

諦脚

(
二
四

)
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馬

熊

大

師

の

縄

(
二
五
)

つ
て
顯

は

れ

た

も

の

で
あ

ら

う

。

故

に
此

の
非

心
非

佛

は
素

よ

り
帥

心
即

佛

と

同
意

趣

の
も

の

で
は
あ

る
が

、

人

に

依

つ

て
は

大

に
見

解

を

異

に
し
、
自

隙

老
漢

の
如

き

も
同

一
視
し
な

か

つ
た
や

う

で
あ

る
。

ま
た

馬
租

自

ら

も
僑

に

答

へ
て
、
小

兇

の
哺

き
を

止

め

ん
が

爲

め

に

は
即

心
即

佛

と

云
ひ

、

哺

き

止

ん

で
後

に
は
非

心
非

佛

と

示
し

、

こ

の

帥

心
帥

佛

、
非

心
非

佛

の

二
邊

を

離

れ

た
人

に
は

不
是

物

と

云
ひ

、
更

に
巳

上

の

三

に
依

ら

ざ

る
底

の
人
あ

ら

ば

、

眞

に
大

道

腱

會

の

人
と

云

は

ん
と

示

さ
れ

て
居

る
が

、

こ
れ

は
絵

り

に
も

馬
組

の
婆

心

で
、

詮
明

的

に
は
な

つ

て
居

る
が

、

し

か
し

思

想

の
進

ん

で
行

く
径
路

と

し

て
は
首
肯

す

べ
き
黙

も

あ

ら

う
と

信

す

る
。

普
門

灘
師

は

此

の
非

心

非

佛

の
則

に
封

し

て
、
「
若

向
呂者
裏

一見

得

、
屡

學

事
畢
」

と

ま

で

云

ふ
て
居

る
が

、

し

か

し
容

易

に
見

得

は
出

來
な

い
。

大

智
灘

師

も

「
非

心
非

佛

話

頭
翻

、

四
海
暉

流

著
『眼

難
」
と

云

は
れ

、
白

隙

麗

師

ま

た

六

十
歳

に
し

て
、

こ
の

話

頭

に
徹

し

た
と

云

ふ

の

で
あ

る
か

ら
、

凡
漢

阿
師

の
到

底
窺

ひ

知

る
と

こ
ろ

で
は
な

い
。

か

く
非

心
非

佛

の
則

は
容

易

に
見

徹

す

る

こ
と
を

許

さ
な

い
が

、

し

か

し
實

際

を

云

へ
ば

、

心
と

云
ひ
佛

と

云
ひ

一
切

の
名
相

言

句

を

立

て
す

、

一
切

の
思

慮

分

別
を

加

へ
な

い
自
性

本

地

の
と

こ
ろ

が
非

心
非
佛

の
當

膿

で
、

心
と

云

ふ
も

得

す

、
佛

と

云

ふ
も

禍
言

で
あ

つ
て
、

如

何
な

る
名

を

以

で
喚

ん

で
も

、

本
分

の
上

か
ら

は
審

く
誤

り

で
あ

る
。

心
と

詮

き
佛

と

説

き

、

性

と
説

き
道

と

説

く
も
、

み
な

好

肉

上

に
瘡

を

捌

る

の

み

で
、

歴

劫

無
名

の
本
膿

は
常

に
吾
人

の
面
前

に
明

明

了

了
と

し

て
天
地

に
彌
満

し

て
居

る

の

で
あ

る
。

故

に
古

人

も

「
自

己
本

地

風

光

、

本

來
面

目

、

書

夜

放

光

動

地

、

常

在

"面

前

一出

入
」
と

云

は

れ

て
居

る

が

、

實

に
吾

人

の
面
前

に
出

入
し

、

吾

人

の
李

生

底

が
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本

地

の
風

光

で
あ

り

、

本

來

の

面

目

と

な

つ

て
躍

如

と

し

て
無

碍

自

在

で
あ

ら

ね

ば

な

ら

阻
。

そ

れ

に
は

自

己

と

云

ふ
妄

想

を

捨

て
、

修

と

か

謹

と

か
、

迷

と

か

悟

と

か

云

ふ

一
切

の
分

別

を

去

り

、

凡

な

く

聖

な

く

、

修

道

な

く
造

作

な

く

、

眞

に
初

租

の
廓

然

無

聖

の
と

こ

ろ

、

六
組

の
本

來

無

一
物

に
膿

達

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
と

思

ふ
。

こ

、
に

到

り

達

す

れ

ば

最

早

や

立

も

得

た

り

、

不

立

も

得

た

り

、

建

立

も
亦

得

た

り

、

掃

蕩

も

亦

得

た

り

、

審

く

是

れ

自

家

の

妙

用

で
、

一
切

の

法

も

鑑

く
佛

法

と

な

り

、

一
切

の

心

も

盆

く

大

道

と

な

る

の

で
、

こ

の
道

理

を

馬

租

は

李

常

心

是

道

と

垂

語

し

て
居

る
。

示

レ衆

云

、

道

不
レ用

レ修

、

但

莫

}汗

染

、

何

爲

昌汗

染

一、

但

有

昌生

死

心

"、

造

作

趨

向

、

皆

是

汗

染

、

若

欲

望直

會

昌其

道

一、

耶

常

心

是

道

、

何

謂

昌李

常

心

一、

無

二造

作

一、

無

}是

非

騨、

無

出取

捨

一、

無

昌断

常

一、
無

レ
凡

無

レ聖

、

糎

云

、

非

昌
凡

夫

行

一、

非

聖

賢

行

"、
是

菩

薩

行

、

只

如

今

行

住

坐

臥

、

鷹

機

接

物

、
審

是

道

、

道

9即

是

法

界

、

乃

至

恒

沙

妙

用

、

不
レ出

二法

界

一。

(
『
馬

祀

暉

師

語

録

」
)

こ

の
李
常

心

是

道

は

是

れ

亦

、

南

泉

普

願

の
宗

旨

と

し

て
傳

へ
ら

れ

、

『
無

門

關

』

第

十

九

則

に
墨

げ

ら

れ

て
居

る

け

れ

ど

も

、

そ

の
實

は

師

の

馬

租

よ

り

傳

承

し

た

も

の

で
同

調

同

和

の
思

想

と

見

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

単

常

心

と

は

卸

心
帥

佛

に
於

け

る
帥

心

に
當

り

、

是

道

と

は

即

佛

に
當

る
も

の

で

、

決

し

て
李

常

心

と

云

ふ

て

も

念

起

念

滅

の

妄

想

心

で
は

な

い
、

馬

組

は

「
但

有

昌生

死

心

一、

造

作

趨

向

、

皆

是

汗

染
」
と

云

ひ

、

南

泉

は
「
擬
レ向

帥

乖
」
と

読

き

、

道

の
知

に
も

属

せ

す

、

不

知

に

も

属

せ
す

、
「
太

虚

廓

然

洞

部

」
と

指

し

て
居

る

と

こ

ろ

を

見

て

も

、

吾

人

凡

夫

の
李

馬

組

大

師

の

縄
町

(
二

六
)
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馬

溜

大

舳

の

練

(
二
七

)

常

心

で
は
な

い
こ
と
が

明
瞭

で
あ

る
。

故

に
此

の
李
常

心

の
と

こ
ろ

に
馬
租

は

「
行
住

坐

臥

、

悉

是

不
思
議

用
」

と

云

ひ
、
更

に

「
一
切
具

足
、
更

無

昌欠
少

"、
使

昌用
自

在

一」
と

云

ひ

、
「
何
假

昌向

外

求

覚

」
と

垂
語

せ
ら

れ

た
繹

で
、

馬

租

の
帥

心
即
佛

と
非

心
非
佛

と

の

こ
邊

を

離

れ
、

不
是

心

不
是
佛

不
是

物

の
三
句

に
依

ら

ざ

る
底

の
人
と

云

ふ

べ
く

眞

に
大

道
髄

會

の
亭
常

底

と

云

ふ

べ
き

で
あ

ら

う

と

思

ふ
。

七

、
馬

祀
大

師

の
功

績

か

く

の
如

く

馬
租

大
師

の

一
言

一
語

は

宜

く
今

日

の
暉

宗

の
根

本
を

道

破

し

た

も

の

で
、
そ

の
門

下

の
多

く
し

て
、

馬
租

の
宗

乗

を

傳

へ
た

る
百

丈
懐

海

、

西

堂
智

藏

、
南

泉

普
願

を

始

め

、

大
梅

法
常

、
盤
官

齊

安

、
麻

谷
寳

徹

、
盤

山

寳

積

、
大

珠

慧

海

、
粉
業

無

業

等

み
な

其

の
當

時

の
第

一
線

に
立

つ
た
慮

匠

の
み

で
、
實

に
馬

租

の
偉

大

さ
を

讃

仰

せ
す

に
は
居

ら

れ
な

い
の

で
あ

る
。

最

後

に
其

の
功

績

と
し

て

二

三
を
歎

へ
て
見

る
な

ら

ば

、

第

一
に
麗

宗

の
宗

乗
を

全

提

し

て
、
良

く

後

生

を
培

養

し

た

こ
と

で
あ

る
。
即

ち

馬
租

下
百

三

十

九

人

と

云

ふ
け

れ

ど

も

、

若

し
夫

れ

眞

實

に
云

へ
ば

、
石

頭

下
と

云

へ
る
藥

山

惟
倣

、

丹
霞

天
然

を

始

め
、
隙

峰

、
難

黙

、
鹿

蔽

等

の
輝

匠

も
、

み

な

馬

租

の
門

に
往

來

し

た

人

で
あ

る
。

殊

に
藥

山

は
馬
租

の
法

嗣

と

云

ふ

一
説

さ

へ
あ

る

の

で
、
藥

山

よ

り
出

つ

る
曹

洞

雲

門

、

法

眼

も
霊

く
馬
租

下

の
法
系

に
あ

る
と

し

セ

な

ら

ば

、
實

に
馬

組

の
輝

宗

に
於

け

る
地
位

は
愈

々
大

な

る
も

の
が
あ

る
と

云
は

ね
ば

な

ら

ぬ
Q

第

二
の
功
績

は

そ

の
語

録

に
依

つ
て
馬

租

の
灘

機

を

知

る

こ

と

が

出

來

る

の

で
、

そ

れ

巳
前

の
語

録

と

し

て
は
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『
六
旭

壇

経
』
の
如

き

、

『
永
嘉

集
』

の
如

き

が
あ

る
と

云

ふ

て
も
、
今

日

の
語

録

の
研

究

上
か

ら
見

れ
ば

、
先

づ
其

の
謄
裁

を

爲

す

も

の
は

馬
祀

の
語

録
を

以

て
劃

期

的

の
も

の
と

云
は
な

け

れ
ば

な

ち

ぬ
。

而

か

も
其

の
内
容

の

一
々

が

良

く
直

戴

簡

明

に
宗

旨

を

言

ひ
顯

は

し

て
居

る

こ
と

で
あ

る
。

次

に
第

三
の

功
績

は

、
良

く
宗

風

を
樹

立
し

、
門

戸
を

始

設

し
ら

れ

た
と

云

ふ
鮎

で
あ

る
。
輝

寺

を

建

て
た

り
叢

林

の
規

矩

を

設

け

ら

れ

た

の
は
、

そ

の
嗣

の
百

丈
懐

海

暉
師

で
あ

る
と

云
ひ

、
確

固

た

る
文
献

も
あ

る
け

れ
ど

も
、

し

か

し

濁

り

百

丈
灘

師

の
功
績

と

の
み

云

ふ
こ
と

は

出

來
な

い

で
あ

ら

う
。

恐
ら

く
は
馬
租

に
依

つ
て
共

の
端

を

開

い
た
も

の

で
、

『
馬
粗

大

師

語

録
』

を

見

て
も

、

法

堂

と

云
び

、

方

丈

と

云

ひ
、
信

堂
と

云
ひ

、

僧

堂
内

に
於

け

る

聖

信

、
灘

林

、
前

門

等

と

云

ふ
が
如

き
語

が
的
確

に
顯

は
れ

て
居

る

か
ら

、

必
ら

す

や
文

献

は
な

い

に
し

て
も

、
多

く

の
信

衆

の
有

る
限

り

は

、
信

衆

の
守

る

べ
き
規

矩

が

あ

り

、
修

行
す

べ
き

一
定

の
道

場

伽

藍

が

建

て
ら

れ

て
居

た

も

の

と

見

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

故

に

百

丈

に

至

つ

て

大

成

せ

ら

れ

た

と

云

ふ

て

も

、

そ

の

墓

礎

は

馬

租

に
あ

り

と

見

て
良

い

と

思

ふ

。

か

く
歎

へ
來

れ

ば

實

に

馬

租

大

師

は

今

日

の
雌

宗

の

一
大

恩

人

で

あ

つ

て

、

そ

の

法

孫

に
属

す

る

も

の

、

一
日

と

し

て

忘

却

す

べ

き

に
あ

ら

す

と

信

じ

、

こ

、

に

聯

か

妄

言

も

て
其

の
暉

に
關

す

る

ご

三
を

論

及

し

、

そ

の

功

績

を

讃

仰

し

た

繹

で
あ

る

。

(
昭

=

.
一
〇
.
ご

一稿
)
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